
 

審議会等の会議結果報告 

 

１ 会 議 名 令和７年度 第２回 松阪市松浦武四郎記念館運営審議会 

２ 開 催 日 時 
令和８年３月１３日（金） 

午後１時３０分～午後３時００分 

３ 開 催 場 所 
松阪市小野江町 383番地 

松浦武四郎記念館 多目的室 

４ 出席者氏名 

委 員（◎委員長、〇副委員長）７名 

◎萬濃 正通、〇松本 良弘、松浦 史明、松浦 綱、鈴木 えりも、 

 山村 吉弘、中村 千恵 

事務局 ６名 

岡田 久  （産業文化部 部長） 

松葉 和也 （同部 文化担当参事 兼 文化課長） 

村山 賢一 （同部 文化課 文化財係長） 

山本 命  （松浦武四郎記念館 館長） 

佐藤 圭祐 （同館 学芸員） 

世古 詩央里（同館 学芸員）※会計年度任用職員 

５ 公開及び非公開 公開 

６ 傍 聴 者 数 なし 

７ 担 当 

松浦武四郎記念館 

 TEL 0598-56-6847  FAX 0598-56-7328 

 E-mail matsutake.k@city.matsusaka.mie.jp  

 

協議事項 

（１）令和７年度 運営報告 

①松浦武四郎記念館 

②松浦武四郎記念館誕生地 

③武四郎まつり 

 （２）令和８年度 運営予定 

①松浦武四郎記念館 

②松浦武四郎記念館誕生地 

③武四郎まつり 

（３）その他 



令和７年度 第２回 松阪市 松浦武四郎記念館 運営審議会 議事録 

 

日  時：令和８年３月１３日（金） １３時３０分～１５時００分 

 

出 席 者：７名（事項書委員名簿順） 

委  員 松浦 史明（松浦武四郎直系子孫） 

委  員 松浦 綱 （松浦武四郎実家子孫） 

委  員 鈴木えりも（松阪市文化財保護審議会 委員） 

委 員 長 萬濃 正通（松阪市小野江小学校 校長) 

委  員 山村 吉弘（松阪市小野江公民館 館長） 

副委員長 松本 吉弘（旧長谷川治郎兵衛家･旧小津清左衛門家･原田二郎旧宅 館長) 

委  員 中村 千恵（三重県総合博物館 学芸員) 

 

欠 席 者：２名 

委  員 伊達 隆 （本居宣長記念館 館長） 

委  員 五嶋 伸幸（松阪北部商工会 会長) 

 

事 務 局：７名    岡田 久  （松阪市産業文化部 部長） 

松葉 和也 （文化担当参事 兼 文化課長） 

村山 賢一  （文化課 文化財係 係長）  

      山本 命 （松浦武四郎記念館 館長） 

      佐藤 圭祐（松浦武四郎記念館 学芸員） 

      世古詩央里（松浦武四郎記念館 学芸員）※会計年度任用職員 

 

傍 聴 者：なし 

 

内  容：１．開  会 

２．あいさつ  産業文化部 岡田部長 

        松阪市松浦武四郎記念館運営審議会 委員長 萬濃 正通 

３．協議事項  事項書に沿って下記の報告を行い、質問・意見をいただいた。 

（１）令和７年度 運営報告 

                 ①松浦武四郎記念館 

②松浦武四郎記念館誕生地 

③武四郎まつり 

             （２）令和８年度 運営予定 

                 ①松浦武四郎記念館 

②松浦武四郎記念館誕生地 

③武四郎まつり 

（３）その他 

     ４．閉  会 



  

①学芸員の研修 

委  員 学芸員としてレベルアップできるよう、博物館全体についての研修も受けてみて

はどうか。意識的にしないと身につかない。 

 事 務 局 改正された博物館法では、さまざまな研修の機会を設けることが博物館に求めら

れている。博物館に関わる研修については、オンラインで受講できるものもある

ので、職員のレベルアップにつながるよう考えたい。 

 

②展示以外の取り組み 

委  員 展示以外に充実した活動を行っていると思う。誕生地での活動も地味かもしれな

いが小さいけれども積み重ねていくことが大事であると思う。 

委  員 三重県総合博物館では、講座を隔月で開催している。企画展のギャラリートーク

を行っているが、常設展のギャラリートークもやってみてはどうか。 

事 務 局 ギャラリートークに参加いただけるよう情報発信が課題となっている。毎月講座

も開催しており、武四郎のファンになっていただき、記念館を支える人々を増や

すことに今後も努めたい。常設展のギャラリートークも検討したい。 

 

③Googleの口コミ評価 

委  員 Googleの口コミ評価で、★4以上はなかなかないと思う。 

事 務 局 現在、松浦武四郎記念館が★4.1、松浦武四郎誕生地が★4.4 となっている。今

後も下がることがないように努めていきたい。 

 

④展示手法の工夫 

委  員 前にも同じような展示をしているので、展示手法を工夫してはどうか。たとえば

「火用心袋」は涅槃図の描かれたものは、展示されているものとは根付が違うの

で、そういったことを紹介してはどうか。 

事 務 局 展示手法はまだまだ改善の余地があるので、少しずつ変えていきたいと思う。 

 

⑤さまざまな取り組み 

委 員 長 小野江小学校では学校かくれんぼや謎解きのようなことをやって子どもたちに

人気があった。 

委  員 武四郎まつりにおけるアイヌ文化体験交流会をハートフルみくもで開催したが、

来年度はイオンタウン松阪船江にある松阪公民館で開催してはどうか。 

以上 


